
＜教育利用＞ ④  個別最適を目指した生成AIによるプレゼン技術の向上

大分県立情報科学高校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4

＜目的＞生成AIでプレゼン技術向上

＜対象＞全科 （1年 161名）
総合的な探究の時間において、アイデアの創出の手助け
をしたり、プレゼン資料の構成を考えたり、セリフのチェッ
クをしたりなど、プレゼンそのものの作成において活用。
事前にプロンプトの作り方の講座を受講したため、プロン
プトの作り方にもひと工夫が見られた。

＜生徒の感想＞
「グループであまり意見が出なくなった時に、CｈａｔＧＰＴの
アイデアから膨らませることができた」
「プレゼンの構成を悩んでた時に、細かくアドバイスしてく
れて役に立った。」
「自分たちの思い描く理想のプレゼンに限りなく近づける
ために、具体的な指示を出し続けて改善を重ね、実現
できるようにしたい」
「全てを任せるだけではなく、１つの意見として取り入れて
うまく活用していきたい。」


